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遅れている四国の道路整備の状況

●乗用車交通量は２５年で２倍以上に増加

●一方、道路の改良率は全国平均を大幅に下回り、全国ワースト１位
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四国８の字ネットワークの整備状況

●四国８の字ネットワークは、未だ約６０％しか整備されていない状況

●特に高知県は３７％、著しく遅れている状況

※四国８の字ネットワーク：四国四県を結ぶ将来の高速交通ネットワークの愛称
道路ネットワークを“８の字”にすることから名付けられている

（Ｈ２１年度末現在）
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課 題



ミッシングリンク（高速道路等未整備区間）の解消

●高規格道路網の整備の差によって、四国の主要都市間の時間距離差が拡大

●地震による津波の予想浸水箇所は、ミッシングリンクに集中

都市間の距離
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高速道路等
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高知市
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東南海・南海地震への備え

●周期的に起こる東南海・南海地震、その発生確率は、３０年以内に６０～７０％

●四国の地震による死者数は約８，０００人、全国（約２２，０００人）の約１／３を占める

●津波浸水による分断予想箇所は、ミッシングリンクに集中

震度６以上は
沿岸部に集中

震度は６弱
５～10.5ｍの津波が発生
津波により分断

震度は６弱
５～10.5ｍの津波が発生
津波により分断震度は６弱～６強以上
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津波により分断
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５～12.0m超の津波が発生
津波により分断

震度は６弱～６強以上
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信頼性の高いネットワークの確保

●事前通行規制区間が多く、全国ワースト１位（直轄国道）

●事前通行規制区間以外でも、災害発生実績があり、特にミッシングリンクにおいて道路が
分断される可能性が高い

●代替路がない直轄区間は約２２０ｋｍ。直轄国道が分断された場合、約２０万人（四国全体
の約５％）が孤立する可能性がある。

代替路がない
直轄路線
約２２０ｋｍ 供用中（暫定含む）

事業中

一般国道（直轄）

3～5m

3m以下

一般国道（補助）

5m以上

津波の高さ

道路網

人口10,000人未満

人口10,000～20,000人

人口20,000以上

DID（人口集中）

通行規制区間

代替路のない直轄国道
（事業中区間を除く）

災発生箇所［H5～20］
（道路崩壊，斜面崩壊，土砂崩れ等）

津波による分断予想箇所

通行規制区間
以外においても、
災害による通行
止めが発生

通行規制区間
以外においても、
災害による通行
止めが発生

【事前通行規制区間延長割合】

直轄国道寸断（津波浸水等）
による孤立地域

７



都市部の交通渋滞解消

●交通渋滞は、県庁所在地及びその周辺に集中

●四国のワースト箇所の交通渋滞による損失時間は、東京都など大都市圏に匹敵

※渋滞損失時間：渋滞の発生によって、乗車している者が失う時間
渋滞がない場合の所要時間と実際の所要時間の差

（平成１８年度）
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交通安全対策の推進

◆全国、四国の死傷事故件数及び死者数の推移

●死傷事故件数は、平成１６年のピーク（37千件）後、改善傾向が続くものの、全国に

比較して減少傾向がやや鈍化

●死者数も、平成元年以降、減少傾向を示すが、減少傾向は鈍化
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kmあたり交通事故件数（H14－17平均）

市街地の交通安全対策

●●交通が集中する県庁所在地を中心として交通事故が発生
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高齢者の死亡事故対策

◆人口10万人当たり交通事故死者数(H20)

●現状でも人口当たり死者数は全国ワースト高位

●死者数に占める高齢者の割合は、全国の49%に対し四国は65%と16%も高い

●四国全道における高齢者シェアの主因は後期高齢者（80才以上）の急増

高齢者死者数構成比の推移（四国）

11.5

8.7
6.8 6.4

9.2 9.5 9.3
10.6

8.5

5.6

12.4

22.1 22

24.1

20.4

24.6
26.1

24.4
23.4

25.5

14.6
16.4

15.5 14.9 15.4 14.3

17.6
19.5

20.8

24.2
25.6

23.2

26.4

0

5

10

15

20

25

30

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

65～69才

70～79才

80才以上

構
成
比
（
％
）

◆交通事故死者に占める高齢者の割合(H20)

◆四国の高齢者死者数構成比の推移(H20)

出典：平成20年四国の交通（年報）
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通学路の安全確保

●直轄国道の歩道未整備区間は約６割、７４０ｋｍ

●政令指定通学路は延長４４３ｋｍで、内約６割は歩道未整備

通学路にもかかわらず歩道未整備区間が多数存在

◆政令指定通学路整備状況（四国・直轄国道）

◆歩道整備状況（四国・直轄国道）
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高齢化の進む構造物

●直轄国道の橋梁約２，０００橋のうち、高度経済成長期に建設された橋梁は約４４％

●このため、建設後５０年以上が経過した橋梁は今後急速に増加

１３
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取り組み



高速ネットワークの整備

●信頼性の高い道路ネットワークの確保や地域の孤立を防ぎ、迅速な救急・救援活動等に資
するなど、高速道路空白地帯の「安心」と「活力」の両面を支える「四国８の字ネットワーク」
の早期形成に向けて重点的な整備を推進

四国横断自動車道（須崎西～窪川）
高知県中土佐町和田付近

【代表事例】四国横断自動車道（須崎西～窪川）

○高知県西南地域の産業・経済・文化の発展や災害時の代替路等と
して重要な役割を担う、延長２１．８ｋｍの高速自動車国道

（Ｈ２２年度 須崎西～中土佐 暫定供用予定）
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渋滞対策

●地域の実情を踏まえ、混雑の発生頻度などに応じ、効果の高いところについて優先的に対
策を実施
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【代表事例】国道１９２号徳島南環状道路

○徳島市国府町から徳島市八万町に至る延長９．５ｋｍの自動車専用道
路で、地域高規格道路・徳島環状道路の一部

○都市部に集中する交通渋滞の解消に向けて環状道路の整備を推進



震災対策

●大規模な地震の発生時において、緊急輸送道路における橋梁の重大な損傷を防止し、１日
以内の通行を確保することを目標に橋梁耐震対策を実施

【代表事例】国道１１号丸亀大橋（香川県丸亀市）

１７



防災対策

●豪雨・豪雪時においても、公共施設や病院などを相互に結ぶ生活幹線道路の安全な通行
を確保するため、災害危険箇所の防災対策を計画的に実施

【代表事例】国道３３号三坂道路

○愛媛県久万高原町から松山市久谷町に至る延長７．６ｋｍの自動車専用
道路で、地域高規格道路・高知松山自動車道の一部

○三坂道路の整備で、事前通行規制区間の解除、線形不良及び積雪・凍結
による通行障害の解消を図る

１８



交通安全対策

●幹線道路のうち、死傷事故率の高い区間など事故の多い区間について優先的に対策、ま
た歩道のない道路のうち、多くの児童が利用するなど事故の危険性の高い通学路に対して、
集中的に対策を実施

【代表事例】国道５５号伊尾木（いおき）自転車歩行者道
（高知県安芸市）

○歩道が狭く、通行する歩行者や自転車が危険な箇所に歩道の整備を
行い、安心して通勤・通学できる歩行空間を確保
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